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【デモ・体験】

板橋、狭山にキャンパスをもち、家政学部、栄養学部、児童学部

人文学部、健康科学部、子ども支援学部および大学院を擁する
総合女子大学です。食べること、着ること、健康であることなど人々の生活にかかわる多様な
研究を行っています。

産学連携窓口：ヒューマンライフ支援機構
〒173-8602 東京都板橋区加賀1-18-1
E-mail： orcc@tokyo-kasei.ac.jp 

「カラダほころぶ」
東洋水産㈱様との共同開発

「栄養学を学ぶ学生のアイデアを商品化する」を
テーマに、東洋水産（株）様と本学の学生と共
同でスープ「カラダほころぶ 豆乳と酒粕のスープ」
を開発しました（2023年８月発売）。学生な
らではの斬新でトレンドを意識したアイデアをベー
スに、健康感のある食材やフレーバーを使用して
います。パッケージには、本学ヒューマンライフ支援
センター産学官連携キャラクター【家政つくる】ちゃ
んのイラストを加え、コラボ感を演出しています。

【動画掲載】
・ウイルス感染症の高感度・迅速検出 家政学部教授 池田壽文
・減塩パンの製造法 栄養学部教授 鍋谷浩志
・セルロースナノクリスタルの新たな活用！
布地を傷めずに消臭機能を自在に着脱 家政学部教授 濱田仁美
・スタッフ不足を解消！ 質の高いリハビリテーションシステムの開発

健康科学部 准教授 磯 直樹

概要： 制服は肩を直上まで上げる可動
性がないため 大きく上まで上肢を挙上す
ると身頃が吊り上がり 下着や肌や露出し
てしまう欠点がありました。この欠点を克
服する改良を行いました。

・肩可動域とシルエットの面を両立するセーラー服の開発
健康科学部 講師 平田恵介
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